
・目的意識の共有 
・活動の効果を実感 
・地域の連帯感醸成 

・子どものふるさとへの愛着心 
・子育て世代の地域活動への 
 巻き込み 

・視野を広げる活動 
・新たな取組への意欲向上 
・課題解決への新たな視点 
・「夢」の共有 

（１）地域づくり・人づくりの効果 

地域の課題解決に取り組む  
・野生獣害防護柵の設置 

・地域そば祭りの開催 

子どもも楽しめる地域活動  
・水路の生きもの調査実施 

・生きものマップ等の作成 

地域づくりの意欲の高揚 
・宇都宮大学との連携 
・交付金活動や他の活動組織 
 との交流 
・活動から自立した組織設立 
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５ 取組による効果 

活 
 

動 

効 
 

果 



○アンケート調査結果 
 活動開始から10年目を迎えるにあたり、活動が地域にどんな変化を生んだのかを調査しました。 

（２）これまでの活動で生み出した効果 

水路の機能保全、農道の安全性の向上 
高齢化、40〜50代の作業負担増 

32.3% 

19.4% 

51.6% 

0.0% 

16.1% 

80.6% 

負担 

効果 

（H28） 

あり（負担減） 

なし（変らず） 

効果不明（負担増） 

35.5% 

16.1% 

48.4% 

0.0% 

16.1% 

83.9% 

負担 

効果 

（H28） 

あり（負担減） 

なし（変らず） 

効果不明（負担増） 

45.2% 

6.5% 

22.6% 

0.0% 

32.3% 

93.5% 

負担 

効果 

野生獣害対策（H28） 

あり（負担減） 

なし（変らず） 

効果不明（負担増） 

0.0% 

9.7% 

81.0% 

0.0% 

19.0% 

90.3% 

負担 

効果 

災害等の復旧活動（H28） 

あり（負担減） 

なし（変らず） 

効果不明（負担増） 
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対策（そば栽培）が有効に機能している反面、
面積の増加により作業負担増 

柵設置により課題解消したが、 
保全管理作業で負担増 

22.2% 

0.0% 

63.0% 

33.3% 

14.8% 

66.7% 

負担 

効果 

（H20） 

29.6% 

0.0% 

55.6% 

29.6% 

14.8% 

70.4% 

負担 

効果 

（H20） 

地域での復旧作業にも構成員は
参加したため負担は変わらず 

12.9% 
16.1% 16.1% 22.6% 

32.3% 

51.6% 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

今後やって欲しい活動（全戸） 

水路・農道の保全管理 耕作放棄地対策 



６ 現在と将来に向けた活動の課題 

11.4% 

20.0% 

34.3% 

28.6% 

11.4% 

5.7% 5.0% 

20.0% 

30.0% 

35.0% 

25.0% 

10.0% 

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

圃場整備 営農組織設立 機械共同利用 共同作業体制 担い手農家育成 その他 

地域の農業に必要な事項 
経営者 

後継者 

-1 
-3 

-12 

-2 -2 -3 -3 

1 1 2 2 1 

26 26 24 

14 
12 12 

9 9 
6 

-15

-10

-5

0

5
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現在 ２年後 ５年後 10年後 １５年後 ２０年後 ２２年後 ２４年後 ２６年後 不明 

人

 
経営者目標年齢からの営農者数の推移 

減少数 

新規就農 

農家数 

 経営主が農業に従事す
る意欲のある年齢から推
察すると１０年後に地域
農業者は激減します。 
地域の農業に必要な事項
の回答を参考するなど、
今後の検討が必要となっ

てくると考えられます。 

 これからの地域の農業
に必要な事項については、
後継者（＊１）は、営農にお
ける共同作業体制と担い
手農家の育成を上げてい
ます。 

（１）現在の状況とこれからの課題 
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＊１アンケートでは農業経営主の高校生 
  以上の子どもを対象に調査 



○アンケート調査結果：後継者の意識の変化（平成21年度と平成28年度の比較） 

（２）取組による意識の変化 

関心がある 

40% 

関心はない 

7% 

わからない 

53% 

ある 

43% 

仲間がいれ

ば 

14% 

やらない 

22% 

わからない 

21% 

平成２１年度の調査と比べて、後継者の農業に関する関心は少し高まっています。 
「仲間がいれば」がこれからの対策のポイントです。 

ある 

43% 

やらない 

36% 

わからな

い 

21% 

就農に対する考え 

平成２１年度調査 

関心がある 

36% 

関心がない 

28% 

わからない 

36% 

農業に関する考え 

平成２８年度調査 
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（３）これからの方針 

この活動により、地域が変化。 

地域への愛着 

暮したいと思える地域
づくりへの意欲高揚 

地域の現状と 
課題の明確化 

若い世代の関心 
 の高まり 

目標 ： 法人化（板荷畑を丸ごと会社に・・） 

地域で運営する「コミュニティ・ビジネス」 
 
 
 

農 業 農業の６次産業化 

稲作 加工 野菜他 販売 
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板荷畑いつくし美会 
（交付金活動） 

連携・協力 



講  評  

平成29年２月、栃木県元気な農業コンクール
で最高賞となる「とちぎ元気大賞」をいただき
ました。 

 若い世代が地域をけん引し、   

「今後のビジョン」 

 地域課題の解決を積み上げることで、 

地域全体が活性化している。 

 期待や意欲が高まり 

  自分の地域に愛着を持ち、 
“農”と“住”を楽しめる仕組みを 
  若い世代と共に考え継承する。 
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